
 

 

 

2021年５月 27日 

株式会社朝日工業社 

 

 「国連グローバル・コンパクト」への署名について 

―持続可能な社会の実現に向けて― 

 

 

当社は、国際連合が提唱する「国連グローバル・コンパクト（United Nations Global Compact 以

下、UNGC）」に署名し、UNGC に署名している日本企業などで構成されるグローバル・コンパクト・

ネットワーク・ジャパンに５月 12日付で加入いたしましたので、ご報告申し上げます。 

 

UNGC とは、各企業や団体が責任ある創造的なリーダーシップを発揮することによって、社会の良

き一員として行動し、持続可能な成長を実現するための世界的な枠組み作りに参加する自発的な取組

みのことです。 

 



当社は、従来から CSR（企業の社会的責任）を経営の根幹に据え、第 17 次中期経営計画（2020 年

４月～2023 年３月）では『SDGs 経営の推進』を重点項目の一つに掲げて持続可能な社会の実現に向

けて取り組んでまいりました。本年３月には、その取り組みをさらに推進するため、「朝日工業社グル

ープＳＤＧｓ基本方針」を策定しました。また「2021 年度ＳＤＧｓに係る取り組みテーマ・具体的な

施策」を設定し、公開しております※１。UNGC の掲げる４分野（人権・労働・環境・腐敗防止）10

原則※２を事業活動の中で遵守することは、当社の『SDGs 経営の推進』をさらに補完し、強化するも

のと考えております。 

 

当社グループは、これからも「空気・水・熱の科学に基づく高度な技術」により、「人々の豊かな暮

らしと社会の発展に寄与する快適環境・最適空間の創造」と「持続可能な社会の実現」に取り組んで

まいります。 

 

※１ 「朝日工業社グループＳＤＧｓ基本方針」および 

「2021年度ＳＤＧｓに係る取り組みテーマ・具体的な施策」 

https://www.asahikogyosha.co.jp/wp-content/uploads/2021/04/be09a8687a44676e1ec8f

7477713ae42-1.pdf 

※２ UNGC の掲げる４分野 10原則について 

＜人  権＞ 

原則１． 企業は、国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重すべきである 

原則２． 企業は、自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである 

＜労  働＞ 

原則３． 企業は、結社の自由と団体交渉の実効的な承認を支持すべきである 

原則４． 企業は、あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持すべきである 

原則５． 企業は、児童労働の実効的な廃止を支持すべきである 

原則６． 企業は、雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである 

＜環  境＞ 

原則７． 企業は、環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持すべきである 

原則８． 企業は、環境に関するより大きな責任を率先して引き受けるべきである 

原則９． 企業は、環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである 

＜腐敗防止＞ 

原則 10． 企業は、強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組むべきである 

 

以 上 

https://www.asahikogyosha.co.jp/wp-content/uploads/2021/04/be09a8687a44676e1ec8f7477713ae42-1.pdf
https://www.asahikogyosha.co.jp/wp-content/uploads/2021/04/be09a8687a44676e1ec8f7477713ae42-1.pdf

